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避難袋は袋|こ入つている物を確認して、)肖費期限が近づき交換が必要な物があることを石奮忍しました。また、避難

場所を確認しました。そして地震が発生した想定でやまと公園へ、ヘルメットをかぶり、避難袋を背負つて避難訓練
をしました。防災訓練|こ参加することで、防災への意識が高まりました。 (K)

今まで何度か参加していたので、参加しているうちに防災訓練の

流れを思い出しまし,己

まず、非常用持出袋の中身を確認しました。次にヘルメットの調

整方法を教えて頂きました。非常ベルが鳴つたので机の下に隠れま

した。その後、今から避難場所に行<ので、ヘルメットを被り非常

用持出袋を持つて外に出て下さいと指示があり、指示通り|こ行動し

まりL避難場所は大和公園でしたのでクロスオーバー大和から遠

<ありませんでした。いつ地震が起きるか分からないので、今回の

プログラム|こ参加できて良かつたです。 (K)

防災訓練に参加して、防災について矢臨哉を得ることができました。

また、災害時にどのような行動をとれば良いのかを実践することも

できました。備えることはとても大切なことだと思います。災害が起

こつた時には、今回の訓練で得た知識や経験を活かしていきたいと

思いました。 (M)
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東日本大震災をきつかけに、毎年3月に「生活訓練」と就労Bの「ク

ロスオーバyamatO」 「クロスオーバーne苅」で、それぞれ防災訓練

を行つています。毎年、実際に事業所から一次避難場所まで避難する

体験や、広域避難場所の確認してもらつたり、所属を間わず|こLST
「防災|こついて」を受講してもらつたりして、防災の知識を学んでも

らつています。
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エコボール活動の見学 口回国出日田選
3月 20日水曜日、今回は硬式里薄求のボール鋼|:易善作業「エコボーリ開 事業を行つている、認定NK)法人きづき

さんを見学させていただきました。

こちらで|よ 京都の事業所との連携事業として、傷んだボールを一針一針縫い合わせ、再び練習球として甦らせる

作業に取り組まれています。

cnfa意 づ壼
≪利用者の感想≫

・テレビで見たことがあつたので、実際の作業が間近で見られて感動しました。

どんな目的で、どうつながってい<のか知ることが出来ました。里預求のボール

をただ単に|1易

`善

するだけでな<IUこ意味があるのは、奥力お架いなと悪いとても

勉強になりました。 (S)

・ボーリア研1易善に使う針と糸は専用のものうえに、最近では学校では修復をしな

いらしいので驚きました。ボーリア研1易繕はマニュアルもあるらしいのですが、

あまりわからないらしいので、やはり頭で覚えるではな<体で覚えるのが人事

だな、と思いました。 (K)

魏 4回数譲瞼「撃欺華議警察&1懇親畿」

3月 9日に家族会「年次報告会&懇親会」がありました。年次報告会では、各事業を

担当するスタッフからご家族の皆さまへ、画像や動画を交えた年間の活動報告を毎年行

つています。今年は「就労ne苅」⇒「就労yamato」 ⇒「生活訓練」の順番で報告をし

ましたが、どのようなステップを踏んできたのかをお伝えできたのでは、と目います。

報告会が終わったあとはいつもσ凝肇:彫表。初めて参加されたご家族から「通所できず

に欠席をしてしまう時に、親としてどの様な対応をしたらよいか」といつたご質問があ

り、他のご家族から様尺なご意見をいただきました。支援スタッフも学ばせていただ<
機会になりました。ご参加いただき、どうもありがとうございました。
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以前の生活フログラムで「年賀状の作り方」や「書初め」を行つたBま みなさんが普段

書いている文字よりも、丁寧に、堂々とした文字を書いていることに気がつきました。

そこで今回、ゆつ<りと丁寧|こ文字を書<機会を設ける目的で行ったのが「ベン字」

のプログラムです。見本に沿つて、文字をゆつ<り丁寧に書<作業は、集中力も養いま

す。フログラムの中では、黙々と集中して文字を書いたり、丁寧な文字を書こ

うと繰り返し練習をしたりと一生懸命で前向きに取り組む姿を見ることがで

きました。
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<なめらかな文字を書<ためにウォーミングアップとして縦線、横線を書いて手首をやわらか<しました。次

にひらがなの練習をしました。見本やコツを見ながらとめ、1醐徴 はらいや曲線を意識して書いてもバランス

が悪<、 どこか違つていました。 (丁)
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調理活動のプログラム|こ|よ 0コミュニケーション能力を高める、2:金銭感覚

― を身につける、3協力しあつて効率よく作業を行う、④作業の手順を考えて行動

する、13おいしい昼食を作つて食べるという5つの目的があります。長い期間調

理活動|こ参加していたメンバーカξ周理活動の目的を概ね達成し、今月で調理から
~‐  卒業することになりました。調理終了時には、 “お世話になりました"と互いに

挨拶を交わす姿がとても印象的でした。

≪利用者の感想≫

人参とほうれん革の煮加減を丁度よ<味暗

汁を作ることができました。3人分いつも通

り均等にお椀によそうことができました。調

理活動のラストをとてもおいしい2色丼と味

噌汁で飾ることができて最高です。3月は4
回とも御飯もので、午後の活動のエネルギー

になりました。 (Y)   . |    |
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県障害福祉課が平成30年 10月に、政令市を除<30市町村を対象に実施した 幣申ラ気||1圏域における発達障害者支援の状況
に関するアンケート調査 (2018年度)」 について、3月 20日に行われた神奈川県障害者自立支援協議会において、かながわ
エース (中丼やまゆり園)が結果の報告を行いました。その補足説明をするためにオブザーバーとして参加させていただき、県
央圏域においては発連障害のある方長の人数の1:働屋も視野に入れて調査を実施したことや、その結果から対象者の枠組みの設定
を再検討しなおす必要があることを報告させていただきました。そうした結果を踏まえて、2019年度に調査を実施する方向
で検討が進められること|こなりましたので、各市の連絡会や自立支援協議会等で経過をお伝えできればと考えています。

≪利用者の感想≫

今回のベン字のフログラムでは配布されたフリントでひらがな46文字を

バランスよ<美し<書<ためにコツを意識しながらやりました。最初は美し
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磯 お知らせ 鰺

| ○ 利用者の動き

| ・WMさんが3月から生活訓練の利用を開始しました。

1  0MGさんが4月から体験利用を開始します。

: ○ 職員の動き

:  ・4月から生活支援員として小野Sが勤務を開始します。

● 法 人か らの お知 らせ  ●

2019年度より、綾瀬市保健福祉プラザ

lF「障がい児者相談支援センター」に

おいて、専門相談 (発達障害)を担当す

ることになりました。

※隔週水曜日 010時～15時
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